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に
そ
な
え
て

　
七
月
と
も
な
る
と
、
各
寺
、
孟
蘭
盆

に
そ
な
え
、
境
内
の
清
掃
が
多
忙
に
な

る
。
あ
る
寺
で
は
、
境
内
に
数
十
本
の

樹
木
が
繁
茂
し
て
、
近
々
の
人
々
に
涼

を
与
え
、
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
二
十
年
程
前
、
こ
れ
ら
の
樹
木
は
蚊

な
ど
の
発
生
源
で
あ
る
と
し
て
、
役
所

へ
伐
採
の
陳
情
が
な
さ
れ
、
や
む
を
得

ず
半
分
程
切
り
除
か
れ
た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
し
て
、
種
々
の

公
害
が
世
上
の
話
題
と
な
り
、
緑
樹
の

重
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

役
所
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
結

果
、
こ
れ
ら
の
樹
木
は
「
み
ど
り
の
保

護
条
例
」
に
基
い
て
、
保
護
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
所
有
者
で
も
、
勝
手
に
伐
採

で
き
な
く
な
っ
た
今
、
黙
々
と
境
内
を

掃
い
て
い
る
和
尚
さ
ん
に
と
っ
て
、
木

々
の
手
入
れ
は
頭
痛
の
種
で
あ
る
。

吉
野
の
蛙
跳
び
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1
本
格
的
実
動
へ
の
第
一
歩
1
1

去
る
五
月
二
＋
六
日
の
全
仏
理
事
会
で
、
第

四
号
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
「
ル
ン
ビ
ニ
ー

復
興
問
題
推
進
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

が
承
認
さ
れ
、
今
ま
で
こ
の
問
題
の
た
め
に
設

立
さ
れ
て
い
た
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
準
備
委
員
会

を
、
本
格
的
実
動
の
第
一
歩
と
し
て
「
ル
ン
ビ

智
嚢
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
」
（
仮
称
）
へ
と

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
、
決
定
さ
れ
た
。

　
一
九
七
八
年
開
催
さ
れ
た
、
第
十
二
回
世
界

仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
の
宣
言
文
に
、
「
わ
れ
ら

は
、
シ
ャ
カ
ム
思
立
の
生
誕
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
の

完
全
な
る
復
元
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
」
と

う
た
わ
れ
て
以
来
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
は
現
代

を
生
き
る
仏
教
徒
と
し
て
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
、
全
仏
事
務
局

で
そ
の
取
り
扱
い
が
、
検
討
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
簡
単
に
ふ
り

返
っ
て
み
よ
う
一
。

　
昭
和
五
十
五
年
五
月
十
六
日
、
第
一
回
の
ル

ン
ビ
ニ
ー
復
興
準
備
委
員
会
を
開
催
。
準
備
委

員
に
は
、
東
京
近
隣
の
常
務
理
事
、
及
び
国
際

専
門
委
員
を
全
逓
よ
り
依
嘱
。
翌
五
十
六
年
一

月
十
四
日
、
二
回
目
の
委
員
会
を
開
き
、
日
本

仏
教
徒
と
し
て
の
対
応
を
検
討
す
る
。

　
同
二
月
十
三
日
、
加
藤
海
晃
前
総
務
局
長
を

全
仏
特
使
と
し
て
、
視
察
の
た
め
ル
ン
ビ
ニ
ー

へ
派
遣
。
現
地
に
て
秦
会
長
と
合
流
し
、
ネ
パ

ー
ル
国
首
相
、
外
相
な
ど
政
府
関
係
者
と
懇
談

す
る
。
三
月
九
日
開
か
れ
た
、
第
三
回
準
備
委

員
会
で
、
加
藤
特
使
か
ら
詳
細
な
る
報
告
が
な

さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
日
、
準
備
委
員
の
中
か
ら

十
人
の
企
画
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。

四
月
四
日
、
第
一
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
企
画

委
員
会
開
催
。
五
月
二
日
に
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
委
員
長
ロ
ッ
ク
・
ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
と
シ
ュ

レ
シ
タ
在
日
ネ
パ
ー
ル
大
使
が
、
全
仏
の
事
務

総
局
を
訪
ず
れ
、
現
地
事
情
を
説
明
。
同
二
十

一
日
、
新
年
度
第
一
回
の
準
備
委
員
会
が
開
か

れ
、
企
画
委
員
会
の
報
告
及
び
、
理
事
会
へ
備

え
て
最
終
討
議
を
行
な
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
に
関
し
、

こ
れ
ま
で
協
力
目
標
範
囲
、
臆
説
目
標
額
、
勧

募
方
法
な
ど
が
協
議
さ
れ
て
き
た
。
ネ
パ
ー
ル

国
開
発
委
員
長
ロ
ッ
ク
・
ダ
ル
シ
ャ
ン
氏
は
、

本
年
二
月
の
全
仏
に
あ
て
た
書
簡
で
、
中
央
運

河
、
橋
、
聖
な
る
園
、
冥
想
セ
ン
タ
ー
、
給
水

塔
に
、
計
十
八
億
五
千
万
円
の
援
助
を
要
望
し

て
い
る
。

　
　
し
か
し
、
全
仏
事
務
局
で
は
、
現
在
、
聖
な

る
園
に
対
し
て
力
を
注
ぐ
べ
き
と
い
う
方
針
で

あ
り
、
な
お
一
層
の
検
討
を
す
す
め
て
行
く
意

向
で
あ
る
。

　
　
今
回
の
理
事
会
で
、
開
発
推
進
に
つ
い
て
の

承
認
は
得
ら
れ
た
が
、
今
後
、
ど
う
組
織
を
作

り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
勧
募
を
行

っ
て
い
く
か
、
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま

で
あ
る
。
事
務
局
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
詳
細

な
計
画
を
立
て
て
い
く
予
定
だ
が
、
各
宗
派
、

都
道
府
県
仏
、
加
盟
団
体
、
檀
信
徒
の
方
々
に
、

多
大
な
御
協
力
を
お
願
い
し
て
行
く
方
針
で
あ

る
。

組
織
専
門
委
員
会
開
く

　
昭
和
五
十
六
年
度
第
一
回
の
組
織
専
門
委
員

会
は
、
六
月
十
五
日
、
全
仏
会
議
室
で
開
か
れ

た
。
①
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
大

会
準
備
委
員
人
選
に
つ
い
て
協
議
。
②
五
十
六

年
度
か
ら
、
鳥
取
県
仏
が
新
し
く
加
盟
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
未
加
盟
及
び
休
会
中
の
県
門

に
対
す
る
対
応
が
協
議
さ
れ
た
。
③
同
和
問
題

に
つ
い
て
同
和
委
員
会
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ン
ビ
ニ
ー
へ
入
る
。
こ
こ
で
は
、
ネ
パ
ー
ル

政
府
代
表
者
と
の
会
見
な
ど
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、

釈
尊
誕
生
の
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
訪
れ
、
現
地

を
実
際
の
目
で
見
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
す

す
め
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
問
い
合
わ
せ
・
串
し
込
み
は
、
全

高
事
務
総
局
も
し
く
は
、
日
本
旅
行
渋
谷
営

業
所
（
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
二
ニ
ー
七

・
新
生
ビ
ル
、
〇
三
－
四
〇
七
－
五
二
＝
）

大
津
ま
で
。

2

1
1
月
9
日
～
1
5
日

分
全
日
本
仏
教
会
（
回
田
正
浩
理
事
長
）
で

は
一
人
置
も
多
く
の
関
係
者
に
、
ル
ン
ビ
ニ

ー
の
実
情
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
今
秋
、

現
地
視
察
団
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
参

加
者
を
左
記
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
期
　
　
日
　
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
九
日

　
　
　
　
　
　
一
十
五
日
（
七
日
間
）

一
般
か
ら
参
加
募
集

訪
問
地

溜
加
費

募
集
人
員

旅
行
社

視
察
団
は
、

で
一
泊
し
た
後
、

バ
ン
コ
ク
、
カ
ト
マ
ン
ズ
、

バ
イ
ラ
ワ
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

三
十
九
万
五
千
円

五
〇
人

日
本
旅
行
渋
谷
営
業
所

最
初
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク

　
カ
ト
マ
ン
ズ
を
経
て
、
ル
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今
回
の
“
は
一
い
こ
ん
に
ち
は
”
は
、
全

仏
事
務
総
局
の
す
ぐ
お
隣
り
、
財
団
法
人
・

三
菱
文
化
研
究
所
を
お
訪
ね
し
た
。

全
署
は
こ
の
五
月
、
現
在
の
明
照
会
館
に

引
っ
こ
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
同
じ
二

階
に
事
務
局
と
研
究
室
を
か
ま
え
る
三
康
文

化
研
究
所
。
一
階
は
、
付
属
の
三
王
図
書
館

と
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
三
十
九
年
に
設
立

　
こ
の
よ
う
に
公
立
で
も
な
く
、
大
学
な
ど

に
も
直
接
関
係
な
い
研
究
所
と
い
う
の
は
、

な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
さ
っ
そ
く
事
務
局

長
の
野
川
健
次
郎
氏
に
お
話
を
う
か
が
っ
て

み
た
。

　
「
こ
の
研
究
所
は
、
昭
和
三
十
九
年
、
増

上
寺
と
西
武
鉄
道
の
協
力
で
設
立
さ
れ
た
も

の
で
す
。
精
神
的
荒
廃
と
道
徳
的
欠
如
に
満

■

駅

回

ち
た
現
代
社
会
を
、
少
し
で
も
是
正
す
る
た

め
に
、
仏
教
の
役
割
り
が
大
き
く
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
仏
教
文
化
の
歴
史
的
・
地
域
的

研
究
を
推
進
し
、
当
れ
た
若
手
の
研
究
者
を

育
成
す
る
こ
と
が
、
こ
の
研
究
所
の
目
的
と財団法人・三康文化研究所

い
え
ま
し
ょ
う
」

　
・
現
在
、
研
究
所
長
は
、
増
上
寺
法
主
の
藤

井
実
応
師
。
研
究
指
導
員
に
、
増
谷
文
雄
、

中
村
元
の
両
博
士
が
、
ま
た
常
在
研
究
員
に

は
、
石
上
善
応
（
大
正
大
教
授
）
、
峰
島
旭
雄

（
早
大
教
授
）
、
小
野
泰
博
（
図
書
館
短
大
教

授
）
、
玉
山
成
元
（
大
正
大
教
授
）
、
佐
藤
成

順
（
大
正
大
講
師
）

い
る
。

の
各
氏
が
名
を
連
ね
て

宗
教
哲
学
や
仏
典
研
究

　
こ
こ
で
、
研
究
所
の
本
来
の
目
的
で
あ
る

研
究
活
動
を
み
る
と
一
。

　
現
在
、
研
究
会
に
は
、
原
典
研
究
会
、
東

洋
文
化
史
研
究
会
、
宗
教
哲
学
研
究
会
、
比

較
思
想
史
研
究
会
、
宗
教
学
研
究
会
、
仏
教

史
学
研
究
会
、
日
本
史
学
研
究
会
、
中
国
仏

教
思
想
研
究
会
、
中
国
思
想
研
究
会
、
仏
教

思
想
研
究
会
、
総
合
研
究
会
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
会
は
、
常
在
研
究
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
担
当
を
き
め
、
自
己
の
専
門
と
す

る
研
究
の
進
展
拡
充
や
、
研
究
業
績
の
公
開

な
ど
を
図
る
た
め
、
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。　
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
「
年
報
」
及
び
「
所図書館の書庫の一部

報
」
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
す
で
に

十
一
号
を
数
え
た
「
年
報
」
は
、
各
大
学
や

図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
学
界
な
ど
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
他
、
関
係
諸
学
会
か
ら
講
師
を
招
い

て
、
研
究
員
全
員
の
参
加
で
開
催
さ
れ
る
研

究
座
談
会
や
、
仏
教
文
化
を
広
く
一
般
に
普

及
さ
せ
る
た
め
、
春
秋
二
回
開
催
さ
れ
る
公

開
講
演
会
と
、
幅
広
い
活
動
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。　
付
属
施
設
に
図
書
館

　
さ
ら
に
、
付
属
施
設
の
艦
艇
図
書
館
も
、

も
と
も
と
私
立
図
書
館
と
し
て
発
足
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
存
在
。

　
こ
の
図
書
館
、
明
治
三
十
五
年
、
博
文
館

主
だ
っ
た
大
橋
新
太
郎
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

た
大
橋
図
書
館
が
、
そ
の
前
身
で
あ
る
。
そ

の
後
、
蔵
書
の
一
切
を
西
武
会
長
だ
っ
た
堤

康
次
郎
が
譲
り
受
け
、
昭
和
三
十
二
年
、
財

団
法
人
・
三
康
図
書
館
と
改
名
、
研
究
所
設

立
に
伴
い
、
合
併
し
て
今
日
に
い
た
っ
た
も

の
だ
。

　
現
在
こ
の
図
書
館
に
は
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
三
代
に
わ
た
る
約
二
十
万
冊
の
図
書

が
あ
り
、
文
学
、
和
歌
、
俳
句
、
地
誌
、
美

術
な
ど
の
他
、
研
究
所
の
初
代
所
長
で
あ
っ

た
椎
尾
弁
匡
博
士
の
仏
教
関
係
蔵
書
、
約
八

千
冊
が
あ
り
、
研
究
者
に
と
っ
て
貴
重
な
文

献
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
室
事
務
総
局
へ
い
ら
し
た
際
、
ぜ
ひ
一

度
、
寄
っ
て
下
さ
い
。
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≡
一
≡
一
一
一
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一
一
三
一
一
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＝
一
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一
一
一
一
一
＝
一
一
≡
一
一
一
一
一
一
＝
一
≡
一
≡
一
≡
＝
一
一
一
一
騨
≡
＝
一
＝
一
一
一
≡
3
＝
一
≡
一
≡
一
一
一
一
一
一
一
一
一
＝
一
≡
一
一
≡
一
一
一
一
≡
＝
一
＝
一
一
一
一
…
＝
一
＝
≡
一
≡
一
一
一
一
一
一
＝
一
一
一
一
一
一
一
一
≡
≡
≡
一
＝
一
一
騨
一
≡
一
…
＝
ニ
一
一
≡
…
一
。
一
一
≡
一
≡
。
一
一
＝
一
＝
一
一
≡
一
一
＝
一
一
＝
＝
一
二
…
鴫
…
…
一
…
一
一
＝
一
＝
一
一
一
≡
≡
＝
一
≡
一
一
＝
一
一
一
≡
一
一
＝
＝
≡
≡
一
一
一
卿
一
一
一
一
＝
≡
一
一
一
一
≡
一
一
一
，
≡
＝
一
一
一
≡
一
一
＝
。
一
＝
。
。
…
≡
一
一
一
一
≡
≡
。
一
≡
則
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全
仏
の
理
事
会
…
饗
ど
繕
講
oo…

●

出
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
財
務
部
長
よ
り
報
告
、
監
事
よ
り
監
査
報
告

の
後
、
原
案
通
り
承
認
。

　
◎
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
問
題
推

進
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
（
仮

称
）
を
設
置
す
る
こ
と
、
及
び
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

視
察
団
を
今
秋
派
遣
す
る
こ
と
、
の
二
点
を
承

認
。　
◎
議
案
第
五
号
「
機
構
改
革
特
別
委
員
会
答

申
に
伴
う
、
寄
付
行
為
改
正
の
承
認
を
求
め
る

件
」
①
寄
付
行
為
の
条
文
改
正
に
つ
い
て
は
原
案

通
り
承
認
。

　
②
会
長
、
副
会
長
の
推
戴
方
法
に
つ
い
て
は

評
議
員
会
に
て
検
討
し
、
再
度
理
事
会
に
は
か

る
。

③
理
事
長
、
理
事
の
選
出
方
法
及
び
事
務
総

局
に
つ
い
て
は
、
機
横
改
革
特
別
委
員
会
に
お

い
て
更
に
検
討
す
る
。

　
④
寄
付
行
為
第
二
十
五
条
、
二
十
六
条
に
つ

い
て
は
答
申
通
り
承
認
。

　
◎
議
案
第
六
号
「
刊
行
誌
“
土
仏
”
第
三
種

士
官
に
関
す
る
指
導
に
伴
う
関
連
事
務
規
定
新

設
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
原
案
通
り
承
認
。

　
◎
議
案
第
七
号
「
事
務
所
移
転
に
伴
う
寄
付

行
為
一
部
変
更
の
件
」

　
原
案
通
り
承
認
。

　
◎
報
告
事
項

　
①
同
和
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

　
同
和
特
別
委
員
会
の
「
特
別
」
の
字
句
を
削

除
す
る
こ
と
、
及
び
委
員
長
、
副
委
員
長
を
選

出
し
た
こ
と
を
報
告
。

　
②
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い

て　
今
秋
十
月
二
十
七
日
、
川
崎
大
師
に
て
開
催

す
る
こ
と
を
報
告
。

　
③
事
務
所
移
転
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

　
去
る
四
月
末
、
明
照
会
館
に
移
転
し
た
こ
と

を
報
告
。

　
④
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
救
援
金
伝
達
に
つ
い

て　
五
月
初
旬
、
鎌
田
部
長
が
タ
イ
で
、
難
民
キ

ャ
ン
プ
を
視
察
、
四
万
ド
ル
寄
付
し
た
こ
と
を

報
告
。

　
【
写
真
は
讃
仏
理
事
会
】

　
去
る
五
月
二
十
六
日
、
午
後
一
時
か
ら
東
京

グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
決
算
、
事
業
報
告
等
に
つ
い
て
審
議

が
な
さ
れ
た
。

　
◎
議
事
録
署
名
委
員
選
出
に
つ
い
て

　
久
保
埜
太
清
、
四
宮
正
音
講
師
を
選
出
。

　
◎
議
案
第
一
号
「
局
内
人
事
の
承
認
を
求
め

る
件
」

　
五
月
二
十
二
日
付
を
も
っ
て
、
事
務
総
局
部

長
の
交
替
を
承
認
。

　
◎
議
案
第
二
号
「
昭
和
五
十
五
年
度
事
業
報

告
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
原
案
通
り
承
認
。

　
◎
議
案
第
三
号
「
昭
和
五
十
五
年
度
歳
入
歳

，

▼

8
月
2
8
日
～
2
9
日
開
催

　
第
十
四
回
「
日
本
仏
教
会
議
」
は
、
左
記

の
通
り
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
き
ま
り
ま
し

た
。　
テ
ー
マ
　
「
仏
教
と
科
学
」

　
　
　
　
　
　
　
一
心
と
は
何
か
一

義会期

催二日

①
仏
教
に
お
け
る
物
心
一
如
観

②
精
神
活
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

8
月
2
8
日
～
2
9
日

生
産
性
研
修
会
館
（
函
南
町
）

財
・
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
財
・
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー

　
こ
れ
ま
で
こ
の
会
議
で
は
、
「
生
命
科
学
と

仏
教
」
、
「
仏
教
徒
は
現
代
に
何
を
な
す
べ
き

か
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
も

た
れ
、
多
大
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
仏
教
と
科
学
i
心
と
は
何
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
自
然
科
学
者
に
よ

る
「
精
神
活
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
、
仏
教
学
者

に
よ
る
「
仏
教
に
お
け
る
物
心
一
如
観
」
と

い
う
二
つ
の
基
調
講
演
が
予
定
さ
れ
、
現
在
、

マ
ス
コ
ミ
や
学
界
な
ど
各
方
面
で
広
く
関
心

の
的
に
な
っ
て
い
る
、
人
間
の
心
に
つ
い
て
、

討
議
が
な
さ
れ
ま
す
。
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O
　
　
　
　
曹
洞
宗
宗
務
庁
　
●
　
　
　
　
　
　
管
　
長
秦
　
　
　
慧
玉
　
　
　
　
　
　
宗
務
総
長
　
岡
　
田
　
巳
　
成
　
　
　
　
　
　
参
　
議
谷
北
俊
龍
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
梅
　
田
　
信
　
隆
＝
　
　
　
　
　
教
学
部
長
　
田
　
中
　
亮
　
三
＝
　
　
　
　
　
　
総
務
部
長
　
阿
　
部
　
博
　
邦

聖
観
音
宗
金
龍
山
浅
草
寺
　
宗
務
総
長
　
大
　
森
．
亮
　
雅
東
京
都
台
東
区
浅
草
二
一
三
－
一
〒
m
O
三
（
八
四
二
）
〇
一
八
一

　
　
　
　
　
　
財
政
部
長
　
大
　
竹
　
明
　
彦
…
…
甲
…
　
人
事
部
長
蔵
山
光
堂
≡
　
　
　
　
　
伝
道
部
長
　
三
　
宅
　
心
　
二
一
　
　
　
　
教
化
部
長
　
朝
　
日
　
泰
　
峯
　
　
　
　
　
　
出
版
部
長
　
小
　
川
　
義
　
道
■
国
　
　
　
　
　
　
　
東
京
都
港
区
芝
ニ
ー
五
－
二
＝
「
．
＝
　
　
〒
鵬
。
三
（
四
五
四
）
五
四
二

和
宗
総
本
山
四
天
王
寺
　
　
大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
一
－
　
　
　
一
一
－
一
八
　
　
〒
鵬
〇
六
（
七
七
一
）
○
〇
六
六

一5一
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●
　
　
日
蓮
宗
宗
務
院
一
　
　
　
管
　
長
金
　
子
　
日
威
　
　
　
宗
務
総
長
　
塩
　
田
　
義
　
朗
　
　
　
暫
賭
金
山
寛
成
　
　
　
三
部
飴
加
藤
海
晃
＝
＝
　
　
　
　
庶
務
部
長
　
渋
　
谷
　
直
　
城
　
　
　
財
務
部
長
　
石
　
井
　
隆
　
教

真
言
宗
国
分
寺
派
大
本
山
国
分
寺
麗
張
西
・
公
教
宗
務
総
長
　
足
　
立
　
有
　
教
秘
書
室
長
合
田
和
教
大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
一
の
六
の
十
八
〒
謝
〇
六
（
三
五
一
）
五
六
三
七
㈹

高
野
山
真
言
宗
総
本
山
金
剛
峯
寺
　
甑
駐
森
　
寛
紹
　
一
理
嚴
阿
部
野
竜
正
　
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
　
〒
醐
覗
〇
七
三
六
五
（
六
）
二
〇
二

……
c
　
教
務
部
長
巽
　
寿
円
　
　
　
罐
道
灘
米
田
淳
雄
≡
　
　
　
欝
撫
持
田
貫
宣
－
　
　
　
蟹
露
中
野
文
海
■
■
　
　
　
東
京
都
大
田
区
池
上
一
⊥
二
二
⊥
五
＝
ヲ
＝
　
融
T
蝿
。
三
七
互
）
七
三

臨
済
宗
建
長
寺
派
　
管
　
長
中
　
川
貫
道
　
宗
務
総
長
　
本
　
場
　
大
　
龍
　
鎌
　
倉
　
市
　
山
　
ノ
　
内
　
八
　
〒
脚
〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
九
八
一

一6一
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＝
＝

0
　
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
O
　
　
管
　
長
　
築
　
山
　
定
　
誉

孝
道
教
団
　
統
　
理
　
岡
　
野
　
正
　
貫
　
副
統
理
岡
野
郷
子
　
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
．
　
〒
謝
〇
四
五
（
四
三
二
）
＝
一
〇
一

妙
見
宗
宗
務
本
庁
　
管
　
長
野
　
間
秀
泉
　
宗
務
総
長
　
平
　
田
　
忠
　
義
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
野
間
中
脳
一
八
〒
鵬
覗
〇
七
二
七
（
三
七
）
○
〇
二
八

”
”
4
．
≡
1

　
　
宗
務
総
長
　
久
保
埜
　
太
　
清
　
　
総
務
部
長
　
高
　
山
　
宥
　
進
　
　
教
化
部
長
　
吉
　
田
　
俊
　
誉
　
　
財
務
部
長
　
鳥
　
居
　
慎
　
誉
…
　
　
教
務
部
長
　
鴨
志
田
　
秀
　
純
　
　
弘
法
大
師
千
五
百
五
十
年
　
　
御
遠
忌
記
念
事
業
委
員
会
　
　
事
務
局
長
　
飯
　
塚
　
正
　
雄
　
　
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
の
四
〇
の
八
　
　
〒
麗
　
〇
三
（
九
四
五
）
〇
六
三
九

真
言
宗
善
通
寺
二
三
本
山
善
通
寺
瀦
張
蓮
生
善
隆
蘇
噸
賑
阿
部
本
宣
　
総
　
務
山
地
善
真
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
二
六
一
五
〒
鵬
○
八
七
七
六
（
二
）
〇
一
二

念
法
真
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
　
灯
　
主
小
倉
霊
現
　
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
－
二
二
　
〒
瑚
〇
六
（
九
一
一
）
二
一
〇
一

凹
国
＝
「
．
＝
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●

神
奈
川
県
仏
教
会

愛
媛
県
仏
教
会

　
臨
監
仏
教
会

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会

一

会
　
長
立
　
部
端
祐

会
　
長
岩
崎
鳳
栄

会
長
　
貝
　
山
　
宣
　
泰

会
長
千
　
　
　
顕
英

副
会
長
横
　
井
　
鶴
洲
ク
　
　
葉
上
照
澄

副
会
長
山
　
本
道
隆

＝
＝

副
会
長
柴
田
敏
夫
　
　
小
崎
竜
雄

副
会
長
大
森
真
城
同
　
安
井
三
二
事
務
局
　
小
野
田
　
章
　
神

理
事
長
小
林
忍
戒
事
務
局
長
　
宮
　
城
　
泰
　
年
京
都
市
左
京
区
聖
護
院
中
町
一
五
　
　
　
　
聖
護
院
内
〒
備
　
〇
七
五
（
七
五
一
）
六
九
八
八

　
ク
　
　
江
　
連
俊
則
常
務
理
事
　
河
　
野
　
亮
　
永
浦
和
市
高
砂
四
－
十
三
－
十
八
　
　
　
　
埼
佛
会
館
〒
描
〇
四
八
八
（
六
一
）
二
一
三
八

白
石
大
正

東
京
都
仏
教
連
合
会

愛
知
県
仏
教
会

崇

塚
田
弘
導

越
智
憲
英

会
　
長
　
小
　
峰
　
順
誉

会
長
木
　
村
正
　
範

≡
1

横
山
　
敏
　
明

海
　
頭
　
広
　
文

理
事
長
　
岩
　
崎
　
宗
　
秀
常
務
理
事
　
一
同
監
　
　
事
　
一
同

副
会
長
　
宇
佐
美
　
諦
　
練
同
　
瀬
辺
淳
信

■

事
務
局
長
畑
　
　
　
直
孝

同
　
松
林
法
泉

国
＝
「
ρ
＝

横
浜
市
中
区
太
平
町
九
六
　
　
　
　
西
有
寺
内
〒
魏
〇
四
五
（
六
六
一
）
〇
一
六
六

松
山
市
木
屋
町
ニ
ー
ニ
ー
三
　
　
　
　
円
福
寺
内
〒
窺
　
○
八
九
九
（
二
三
）
○
八
〇
一

東
京
都
小
平
市
上
水
南
二
五
一
一
　
　
　
　
大
仙
寺
内
〒
捌
〇
四
二
三
（
二
一
）
〇
七
五
五

名
古
屋
市
東
区
東
桜
二
⊥
六
⊥
血
一
　
　
　
　
梅
屋
寺
内
〒
姻
　
〇
五
二
（
九
三
一
）
八
一
二
四
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真
理
舎
　
　
主
　
管
友
松
諦
道
　
真
理
運
動
本
部
は
九
月
一
日
よ
り
、
　
真
理
舎
と
改
名
し
、
一
層
釈
尊
の
御
　
教
え
を
生
か
し
た
真
理
の
精
神
を
、
　
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
　
千
代
田
区
外
神
田
三
－
四
1
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
寺
内
　
〇
三
（
二
五
一
）
八
六
八
三
・
八
八
四
二

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
　
　
理
事
長
　
山
　
本
　
　
　
杉
　
　
羅
難
山
・
貴
美
子
　
　
副
理
事
長
木
全
か
つ
　
事
務
局
　
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
二
一
一
i
一
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
　
〒
m
　
O
三
（
九
一
〇
）
一
二
八
九

真
言
宗
中
山
寺
派
大
本
山
中
山
寺
　
宝
塚
市
中
山
寺
二
の
十
一
の
一
　
　
〒
鰯
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
五
一
七

近
代
仏
教
研
究
会
　
　
理
事
長
壬
　
生
照
順
　
　
事
務
局
長
　
小
　
室
　
裕
　
充
　
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
一
一
十
七
－
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
蔵
院
内
　
　
〒
m
O
三
（
八
四
四
）
三
六
四
八

＝「．

＝
@
〒
㎜
。
三
（
四
五
五
）
五
八
至

茨
城
県
仏
教
会
　
会
　
長
　
大
越
孝
仁
　
顧
問
・
副
会
長
　
事
務
局
長
・
理
事
　
一
同
　
評
議
員
　
茨
城
県
多
賀
郡
十
王
町
友
部
一
九
九
〇
　
〒
鵬
鴫
　
〇
二
九
三
（
三
二
）
二
〇
五
一

真
言
宗
醍
醐
派
　
　
　
座
主
　
岡
　
田
　
宥
秀
　
京
都
市
伏
見
区
醍
醐
東
大
路
町
二
ご
　
　
〒
㎝
囎
〇
七
五
（
五
七
一
）
○
○
〇
二
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先
述
の
三
大
寺
院
見
学
の
際
、
出
逢
っ
た

ラ
マ
僧
た
ち
は
、
多
く
て
十
人
程
度
で
あ
っ

た
。
ド
レ
ポ
ン
寺
は
、
世
界
最
大
級
の
僧
院

で
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
亡
命
当
時
、
一
万
人
の

現
在
こ
れ
ら
寺
院
に
残
存
す
る
老
僧
ら
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
建
造
物
の
管
理
に
当
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
最
近
、
ネ
パ
ー
ル
在
住
の
ラ
マ
僧
た
ち
は

特
別
に
帰
還
を
許
可
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

旧
離
の
ジ
ョ
ー
カ
ン
寺
近
辺
の
宿
舎
に
、
食

糧
寝
具
一
切
を
運
搬
さ
せ
、
到
着
し
た
ば
か

り
の
ラ
マ
僧
二
名
を
、
群
衆
が
歓
迎
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
た
。
し
か
し
、
宗
教
の
自
由

化
は
ラ
サ
を
含
む
ご
く
小
数
の
地
域
に
限
ら

れ
、
チ
ベ
ッ
ト
全
土
に
及
ぶ
も
の
で
は
決
し

て
な
い
。

夢
ペ
ッ
飽
仏
畿
⑳
聰
親

ラ
マ
僧
を
数
え
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
三

百
人
に
極
減
し
て
い
る
と
、
旅
行
案
内
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
百
人
の
僧
た

ち
が
宗
教
活
動
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
気

配
は
、
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
セ
ー
ラ
寺
は
ラ
サ
の
東
方
、
自
動
車
で
二

十
分
、
南
面
す
る
岩
肌
の
丘
陵
に
沿
っ
て
建

造
さ
れ
て
い
た
。
ド
レ
ポ
ン
は
ラ
サ
郊
外
五

キ
ロ
西
方
、
同
様
な
地
形
上
に
段
々
の
層
を

な
し
て
構
築
さ
れ
、
白
色
の
壁
、
え
び
茶
色

と
金
色
の
装
飾
は
各
寺
院
と
も
共
通
で
、
真

青
な
空
を
背
景
に
、
実
に
印
象
的
で
あ
る
。

（中）

市
　
村
　
承
　
乗

ポ
タ
ラ
宮
殿
で
は
、
一
目
で
地
方
出
身
と

わ
か
る
団
体
参
拝
者
た
ち
と
出
逢
わ
せ
た
。

毎
週
、
拝
観
日
を
定
め
て
公
開
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
二
、
三
十
人
一
組
織
な
っ
て
、
迷

路
の
よ
う
に
い
り
組
ん
だ
各
階
を
引
率
さ
れ

て
い
た
。
旧
市
内
の
ジ
ョ
ー
カ
ン
寺
の
周
囲

二
、
三
百
メ
ー
ト
ル
は
、
市
場
と
し
て
昔
か

ら
栄
え
て
来
た
が
、
巡
礼
者
た
ち
は
土
ま
み

れ
に
な
っ
て
路
上
に
礼
拝
し
つ
つ
、
雑
沓
す

る
中
を
右
噛
す
る
の
で
あ
る
。
早
朝
四
時
に

は
、
当
日
の
参
拝
入
場
許
可
を
得
る
べ
く
、

長
蛇
の
列
を
作
る
と
い
う
。

　
彼
ら
の
多
く
は
、
路
上
の
テ
ン
ト
で
過
す

の
で
あ
る
が
、
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
社
会
主

義
新
体
制
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
市
民
病

院
と
比
較
し
て
、
真
実
、
奇
妙
な
対
象
を
構

成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
教

さ
し
っ
か
え
な
い
。

　
ジ
ョ
ー
カ
ン
寺
参
観
の
折
、
近
隣
に
あ
る

一
市
民
の
家
を
訪
ね
て
み
た
。
土
壁
、
石
塊

煉
瓦
な
ど
で
構
築
さ
れ
た
家
屋
内
は
極
め
て

薄
暗
く
、
部
屋
の
奥
、
正
面
に
は
毛
沢
東
の

現
象
は
、
二
、
三
年
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
だ
と
い
う
。
ジ
ョ
ー
カ
ン
寺
近
辺
は
、

現
今
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
事
情
を
、
端
的
に
縮

図
と
し
て
示
現
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
、

肖
像
写
真
が
据
え
ら
れ

て
あ
っ
た
。
案
内
し
て

く
れ
た
若
者
が
そ
れ
を

取
り
除
く
と
、
そ
の
裏

に
仏
壇
の
小
罪
が
あ

り
、
開
く
と
仏
像
数
体

と
、
密
教
儀
軌
に
必
要

な
真
鋳
製
の
金
剛
杵
や

振
鈴
が
旧
い
出
さ
れ

た
。　
一
人
の
老
母
が
十
数

年
前
、
イ
ン
ド
の
ダ
ラ

ム
サ
ラ
（
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
の
在
所
）
に
向
け
出

奔
し
た
と
い
う
息
子
の

た
め
、
写
真
を
撮
っ
て

送
っ
て
く
れ
と
い
う
。

息
子
の
写
真
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
が
、
ネ
ク
タ

イ
を
つ
け
た
二
十
世
紀

の
若
者
で
あ
る
。
垢
と

埃
に
滲
ん
だ
衣
服
を
身

に
ま
と
う
ラ
サ
の
市
民

た
ち
が
、
国
際
的
な
生
活
水
準
に
到
達
で
き

る
の
は
何
年
先
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
思
わ
ず

暗
た
ん
た
る
気
持
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

？
‡
毎
▲
▼
聾
◆
毎
6
蓬
◆
羅
◆
も
◆
墾
◆
奪
◎
号
◆
勢
◆
う
◆
駈
◆
奪
◆
郵
◆
塾
◆
毒
○
懸
◆
毒
◆
告
ら
も
◆
塾
ら
肇
6
毒
6
拳
◆
辱
6
奄
◇
辱
◎
郵
◆
軽
◇
等
◇
血
五
9
毒
◆
墾
6
垂
．
6
毒
6
塾
◆
肇
も
奪
◆
辱
6
曝
◇
与
◆
毒
◆
毒
6
唇
◆
毒
◆
毒
◆
塾
6
畢
◆
肇
◆
塾
◆
拳
◆
奪
－
与
◆
塾
◆
蟻
◎
聾
◆
勢
◆
辱
6
も
◇
塾
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同
和
委
員
会
委
員
長
に

橘
了
法
師
5
6
年
度
初
会
合

　
昭
和
五
十
六
年
度
、
第
一
回
の
同
和
委
員
会

が
、
去
る
五
月
二
十
一
日
、
全
優
会
議
室
で
開

か
れ
た
。

　
ま
ず
議
題
に
先
立
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
同

和
特
別
委
員
会
」
と
い
う
名
称
か
ら
「
特
別
」

を
削
除
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
事
務
総

局
よ
り
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　
①
委
員
長
、
副
委
員
長
の
選
出

　
委
員
長
に
酒
田
法
師
（
真
宗
大
谷
派
）
、
副
委

員
長
に
は
、
三
宮
義
信
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

・
近
藤
玄
鶴
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）
の
両
師
が

選
出
さ
れ
た
。
任
期
は
、
五
十
七
年
三
月
ま
で
。

　
②
第
二
回
確
認
糾
弾
会
の
報
告

　
五
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
糾
弾
会
の
報
告
が

な
さ
れ
、
特
に
こ
の
場
で
公
表
さ
れ
た
、
差
別

戒
名
（
墓
石
）
、
差
別
図
書
、
差
別
事
例
に
閤
題

が
し
ぼ
ら
れ
、
全
仏
よ
り
各
宗
派
に
調
査
を
依

頼
し
、
実
態
を
つ
か
む
べ
き
だ
と
の
決
定
を
み

た
。　
③
「
同
和
問
題
に
と
り
く
む
全
国
宗
教
者
結

集
集
会
」
の
報
告

　
三
月
十
七
日
の
集
会
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
、
今
後
の
方
針
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
の
出
席
者
は
左
記
の
各
師
。

　
近
藤
玄
鶴
、
小
峰
一
遍
、
橘
了
法
、
朽
木
明

暁
、
久
保
井
恭
彦
、
鈴
木
道
雄
、
三
宮
義
信
、

北
小
路
空
腹
、
藤
田
慈
善
、
北
川
智
城
、
丸
山

日
雄
、
石
田
祐
寛
、
高
橋
誠
実
、
山
北
光
彦
、

同
和
委
員
会
委
員
長

　
「
も
う
論
議
の
時
で
は
な
い
、
教
団
み
ず

か
ら
の
起
死
回
生
の
必
須
な
課
題
で
あ
る
と

の
認
識
と
体
感
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

き
び
し
い
上
段
の
か
ま
え
、
妥
協
の
上
に
こ

そ
法
は
あ
り
得
る
」
と
。

　
か
つ
て
あ
る
文
士
が
「
人
生
は
妥
協
で
あ

る
」
と
い
っ
て
「
だ
ら
幹
」
の
名
が
出
た
よ

う
に
、
世
上
の
論
理
の
ま
ま
を
仏
法
と
称
す

る
中
に
、
転
化
さ
せ
て
微
塵
あ
や
し
ま
な
い

橘

④了
法

ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
今
日
の
仏

教
の
姿
が
あ
る
。

　
そ
こ
に
は
、
企
業
が
あ
っ
て
仏
法
そ
の
も

の
が
な
い
。

　
「
社
会
は
模
倣
だ
」
と
い
っ
た
社
会
学
の

始
祖
が
い
る
。
人
間
の
生
態
そ
の
ま
ま
に
と

ら
え
れ
ば
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。
長
大
を
も

っ
て
善
と
す
る
世
間
知
に
お
い
て
は
、
い
つ

も
他
に
比
べ
て
ど
ん
ぐ
り
の
背
比
べ
の
思
想

大
月
俊
信
。

全
日
仏
青
理
事
会
開
く

　
去
る
五
月
二
十
七
日
、
全
日
本
仏
教
青
年
会

の
、
昭
和
五
十
六
年
度
定
期
理
事
会
が
増
上
寺

会
館
に
お
い
て
開
か
れ
、
事
業
報
告
、
決
算
等

を
承
認
し
た
後
、
新
し
い
役
員
に
次
の
各
師
を

選
出
し
た
。

　
理
事
長
・
正
本
乗
光
、
副
理
事
長
・
小
林
正

道
、
玉
川
慶
祥
、
白
川
元
昭
、
上
杉
泰
顕
、
佐

藤
泰
惇
、
事
務
局
長
・
田
中
光
成
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ

ア
難
民
救
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
は
、
難
民
救

援
委
員
会
と
改
称
し
、
委
員
長
に
玉
川
覚
祥
師

を
選
ん
だ
。

で
、
こ
の
世
に
生
き
る
証
を
た
て
て
い
る
。

こ
れ
が
こ
う
じ
る
と
「
隣
り
の
貧
乏
、
鴨
の

味
」
と
い
う
酷
烈
さ
と
な
る
。

こ
こ
ま
で
く
る
と
も
う
人
間
の
人
間
ら
し

さ
か
ら
の
限
界
で
あ
る
こ
と
、
あ
え
て
仏
法

を
ま
た
ず
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
領
域
で
い

わ
れ
る
と
こ
ろ
。
仏
法
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

以
下
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
よ
い
の
か
。

　
明
治
仏
教
の
代
表
者
、
清
沢
満
之
の
「
自

利
利
他
す
べ
き
同
朋
間
の
同
情
を
、
大
要
義

と
す
る
」
と
こ
ろ
に
仏
法
が
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
こ
こ
に
「
同
情
」
と
い
わ
れ

る
も
の
は
、
人
間
の
人
間
に
よ
る
「
同
情
」

で
も
「
融
和
」
で
も
な
い
こ
と
を
、
は
っ
き

り
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
仏
法
の
い
う
「
独
立

者
」
が
誕
生
す
る
。

もゆかりの深い菩提樹と蓮の花を育ててみませんか〃

樹……菩提樹（印度ブッタガや産直輸入品）　苗代￥10，000（転付）

華……蓮（チャワンバス通称姫蓮）　苗代￥7，000（野付）

上記の品二点を同時予約註文の場合特別価格￥15，000

お申込、お問合せは下記のいずれかの所へ御一報下さい！

　東京池袋西武不動産喉融通営業所魯〈03＞989－2755
　　　　〒171東京都豊島区南池袋1の16の15（西武鉄道ビル内）

㌧名古屋㈲梅金商店
　　　　　　　　　　　　　魯〈052＞241－0901（代）
　　　　㈲かたばみ商事
　　　　〒460名古屋市中区大通三丁目39番33号

宗教界には最もゆかりの深い菩提樹と蓮の花

　　成道ゆかりの樹……菩提樹（印度ブッタガや産直輸入品）

　　極楽浄土の華……蓮（チャワンバス通称姫蓮）　苗代㍉

の
　
曜
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日
蓮
宗
の
御
報
恩
大
会

　
　
　
　
　
　
武
道
館
に
全
国
か
ら
参
集

　
日
蓮
宗
（
金
子
日
威
管
長
）
で
は
、
日
蓮
聖

人
の
第
七
百
遠
忌
を
記
念
し
、
六
月
五
日
十
二

時
よ
り
、
日
本
武
道
館
に
全
国
よ
り
一
万
二
千

名
の
僧
俗
が
参
集
し
「
御
報
恩
全
国
大
会
」
を

奉
行
し
た
。

　
塩
田
宗
務
総
長
挨
拶
の
あ
と
、
日
蓮
宗
独
特

の
修
法
師
に
よ
る
加
持
祈
祷
、
管
長
大
導
師
に

よ
る
御
報
恩
法
要
が
厳
粛
に
営
ま
れ
、
つ
づ
い

て
万
灯
供
養
、
曲
打
ち
題
目
な
ど
法
華
伝
統
芸

能
が
披
露
さ
れ
た
。
最
後
に
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
縄
ま
で
全
国
縦
断
行
脚
を
し
た
青
年
僧

の
完
遂
報
告
と
唱
題
修
行
が
行
な
わ
れ
武
道
館

に
お
題
目
の
声
が
ひ
び
く
盛
儀
で
あ
っ
た
。
全

仏
よ
り
日
野
総
長
が
出
席
。

　
東
仏
の
新
役
員
き
ま
る

東
京
都
仏
教
連
合
会
で
は
、
六
月
一
日
理
事

会
を
、
六
月
十
一
日
に
は
総
会
を
、
共
に
増
上

寺
に
お
い
て
開
催
し
、
左
記
の
通
り
新
し
い
役

員
を
選
出
し
た
。

　
　
会
　
　
長
　
　
小
峰
順
順
（
再
任
）

　
　
理
事
長
　
　
岩
崎
宗
秀
（
新
任
）

　
　
事
務
局
長
　
　
畑
　
直
孝
（
再
任
）

全
野
事
務
総
局
の
人
事

庶
務
部
長

文
化
部
長

庶
務
部
長

馬
場
道
男
　
5
・
2
2
　
退
任

山
田
訓
康
　
　
ク
　
　
新
任

磯
山
福
正
　
　
ク
　
　
異
動

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
浄
土
宗

▼
去
る
六
月
十
六
日
、

総
本
山
知
恩
院
第
八

＝
表
紙
の
写
真
＝

吉
野
の
蛙
跳
び

　　

@　

@　

@（゙
良
県
吉
野
郡
　
　
金
峰
山
寺
）

　
蓮
の
花
を
仏
に
献
ず
る
法
会
で
、
縫
い
ぐ

る
み
の
大
青
蛙
が
飛
び
廻
り
、
受
戒
し
て
、

最
後
に
人
間
の
姿
に
変
わ
る
儀
礼
が
有
名
。

　
こ
の
行
事
の
由
来
は
、
平
安
時
代
中
期
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う
。

　
延
久
年
間
（
一
〇
六
七
一
七
三
）
の
こ
と

金
峰
山
を
登
っ
て
い
た
一
人
の
男
が
、
山
中

で
吉
野
・
蔵
王
権
現
の
悪
口
を
い
っ
た
と
こ

ろ
、
突
然
、
大
鷲
が
舞
い
降
り
て
き
て
、
そ

の
男
を
つ
か
ま
え
、
絶
壁
の
上
に
つ
れ
て
い

っ
て
し
ま
っ
た
。
た
ま
た
ま
そ
こ
へ
通
り
か

か
っ
た
僧
侶
が
、
哀
れ
に
思
っ
て
、
法
力
で

男
を
蛙
の
姿
に
か
え
、
崖
か
ら
降
ろ
し
て
助

け
た
一
。

　
蛙
が
最
後
に
、
縫
い
ぐ
る
み
を
取
っ
て
、

人
間
と
な
る
と
こ
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
む

か
え
る
。

　
本
年
は
七
月
七
日
（
火
）
、
午
後
四
時
か
ら

，
行
わ
れ
る
。

昭
和
五
十
六
年
　
七
月
一
日
発
行

　
　
七
月
号
　
第
二
七
〇
号

鰭
M
知
棚
曇
礒

十
四
世
・
高
畠
寛
我
門
主
三
下
の
晋
山
報
告
法

要
と
祝
賀
会
が
挙
行
さ
れ
、
全
仏
よ
り
小
野
島

次
長
が
出
席
し
た
。

　
　
　
臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
▼
新
し
い
宗
務
総
長
に
、
野
口
浩
堂
師
が
就

任
。
こ
れ
は
四
月
の
選
挙
で
、
後
藤
純
一
前
宗

務
総
長
の
後
任
に
選
ば
れ
た
、
木
村
祖
真
師
の

急
逝
に
伴
う
人
事
。

　
　
　
真
言
宗
大
覚
寺
派

　
▼
浅
川
義
雄
宗
務
総
長
の
退
任
に
伴
い
、
新

宗
務
総
長
と
し
て
、
味
岡
良
戒
師
が
選
出
さ
れ

た
。　
　
　
島
根
県
仏
教
会

　
▼
本
田
行
典
会
長
の
退
任
に
伴
い
、
新
会
長

に
勝
部
漸
入
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　
愛
知
県
仏
教
会

　
▼
県
仏
の
事
務
局
が
、
左
記
の
所
へ
移
転
し

た
。　
名
古
屋
市
東
区
東
桜
ニ
ー
一
六
－
五
一
　
梅

屋
寺
内
　
電
話
〇
五
ニ
ー
九
三
一
－
八
＝
一
四

　
　
　
真
理
運
動
本
部

　
▼
団
体
の
名
称
が
真
理
舎
に
変
更
さ
れ
た
。

事
務
所
、
代
表
者
等
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
。

　
　
　
仏
教
英
語
研
究
会

　
▼
事
務
局
が
、
左
記
の
所
へ
移
転
し
た
。

　
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
1
五
⊥
二
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
パ
レ
ス
八
〇
二
、
山
田
方
。
電
話

〇
三
－
三
四
二
一
六
六
〇
五
。

　
　
　
京
都
仏
教
徒
会
議

　
▼
事
務
局
が
、
左
記
の
所
へ
移
転
し
た
。

　
京
都
市
左
京
区
八
瀬
野
瀬
町
四
八
、
養
福
寺

内
、
電
話
〇
七
五
－
七
二
一
一
八
五
七
五
。

　
　
　
世
界
宗
教
者
倫
理
会
議

　
▼
去
る
六
月
二
十
三
～
六
日
、
東
京
で
開
催

発
行
所
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

さ
れ
、
開
会
式
に
全
仏
か
ら
鱒
淵
理
事
長
、
安

本
国
際
文
化
局
長
、
中
村
財
務
部
長
が
出
席
。

　
　
…
事
務
総
局
録
事
（
六
月
）
…

　
　
五
日
　
日
蓮
宗
七
百
遠
忌
全
国
大
会
出
席

　
　
八
日
　
局
内
会
議

　
十
二
日
　
文
化
会
議
運
営
委
員
会

　
十
五
日
　
組
織
専
門
委
員
会

　
十
六
日
　
浄
土
門
主
晋
山
祝
賀
会
出
席

　
十
九
日
　
関
西
事
務
局
と
打
ち
合
わ
せ
会

　
　
　
　
　
同
和
委
員
会

　
　
　
　
　
文
化
会
議
運
営
委
員
会

二
士
百
ル
ン
ビ
ニ
ー
準
備
委
員
会

二
十
三
日
　
世
界
宗
教
者
倫
理
会
議
出
席

二
十
四
日
　
文
化
庁
宗
務
課
と
懇
談
会

　
　
　
　
　
局
内
会
議

「
　
　
　
；
、
　

噂…ゆ勘
目

六
　
用

鵡…
院寺一

浅草通り五鳳会加盟店

漱鍬ξ宍田商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電　話　代表（841）4965

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

電
話
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五
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